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主な発表内容	

•  本研究・実践の背景	
•  本研究で実践した授業における	
　記録・表現の評価	
– 授業概要	
– 使用したワークシートの比較	

•  考察	
•  今後の課題	
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本研究・実践の背景	

•  学力・学習状況調査で「思考力・判断力・表現力」に	
　　課題があるとの指摘されている	
	
•  次期学習指導要領では、学び方の変化とともに、
学びを評価する方法の変化が求められている	

	
•  「思考・判断・表現」した内容を、その場で指導に	
　活かすことができるような記録方法が必要	
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思考力・判断力・表現力の	
育成に関する課題	

平成２７年度学力・学習状況調査の中学生の結果	
　　根拠をもとに思考・判断・表現する力に課題	

– 実験結果を数値で示した表から分析して解釈し，規則
性を見出すことには課題がある。【理科】	

– 根拠を明確にして書く点に，依然として課題がある。
【国語】	

– 目的に応じて文章や資料（中略）を基にして自分の考
えをまとめる点に，依然として課題がある。【国語】	

	
（平成２７年度　全国学力・学習状況調査　調査結果のポイント，文部科学省・国立教育政策研究所，平成２７年）	
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次期学習指導要領実施に向けて	
検討されている評価方法	

（教育課程企画特別部会　論点整理　補足資料，教育課程企画特別部会，平成２７年）	
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ポートフォリオ評価	

（教育分野におけるeポートフォリオとは，森本康彦http://draco.u-gakugei.ac.jp/eportfolio/，平成２９年１月２３日閲覧）	

7	/	27	



思考・判断・表現したことの記録	

（教育分野におけるeポートフォリオとは，森本康彦http://draco.u-gakugei.ac.jp/eportfolio/，平成２９年１月２３日閲覧）	

思考・判断・表現し
たことを記録	
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思考・判断・表現したことの記録	

•  ビデオ・写真等で記録	
	
　　ビデオ　→　再度見るには時間が必要	
	
　　写真　→　すぐに見られ、成果物と合わせて	
　　　　　　　　記録できる	
　　　　　　　　思考・判断・表現を記録するには	
　　　　　　　　何らかの工夫が必要	
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本実践での記録方法	

•  本実践では	
	
　　紙ベースのワークシートに記録	
　	
　　→　あらかじめ記入する項目を提示できる	
　　→　記録に基づいて適時に評価し指導できる	
	
　　→　記録する内容が十分なものになれば	
　　　　eポートフォリオでの活用ができる	
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本実践において行ったこと	

•  グループによる問題解決型の授業実践をした	

•  問題解決の過程においてワークシートに	
　思考・判断・表現したことを生徒に記録させる	

•  クラス別に、	
　　思考・判断・表現すべき内容を提示しないワークシート	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提示するワークシート	
　の違うワークシートを配布した	
	

•  ワークシートの違いによる記述内容を比較した	
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本実践における授業概要	

•  課題	
　「数的な検討が必要である問題に対し，	
　　モデル化とシミュレーション行い	
　　解決法を検討しなさい。」	
　について、グループで問題解決を行った	
	
　→　問題設定・解決方法の検討・	
　　　　シミュレーションの実行・解決法の決定	
　　　という思考・判断・表現する場面が多数ある	
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生徒の成果物①	

•  発表スライド	
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生徒の成果物②	
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問題解決過程の記録	

•  学習した内容（知識・理解、技能）だけでなく	
　思考・判断・表現したことについての記録を	
　とりたい	
	
　　→　記録をもとに	
　　　　　　　・　指導に活かす	
　　　　　　　・　振り返り時のリフレクションを誘発	
　　→　より効果的な記録方法について検討する	
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思考・判断・表現についての	
記録方法の比較	

•  Ａ群　「問題解決のプロセスのみ示した	
　　　　　　ワークシートを使用した群」	
	
•  Ｂ群　「問題解決のプロセスごとに	
　　　　　　思考・判断・表現すべきことを	
　　　　　　あらかじめ示したワークシートを	
　　　　　　使用した群」	
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ワークシートの比較	
【Ａ群】	 【Ｂ群】	

思考・判断・表現すべきことの	
記述がある	

18	/	27	



記録の差による	
振り返り時の差	

•  一連の授業が終わった後に	
　問題解決の過程を振り返り、	
　自分が学習した事柄を記述させる	
	
　→　Ａ群とＢ群の差を比較した	
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生徒が記述した振り返り	
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記述量による比較	

•  記述量	

思考・判断・表現すべき事柄を示した方【Ｂ群】が	
振り返りの際に、長い文章を書くことができた	
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記述内容による比較	

•  記述内容	

思考・判断・表現すべき事柄を示した方【Ｂ群】が	
記述内容に思考・判断・表現が多く含まれた	
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ワークシートの違いによる	
思考・判断・表現についての評価	

•  具体的な思考・判断・表現を示すことで	

– より詳細に学習を振り返ることができるため	
　振り返りの際の記述量が増える	

– 振り返りの際に記述する内容は、	
　思考・判断・表現に関するものが多くなる	
　（単なる事実経過のみの記述は少なくなる）	
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考察	

•  学習過程において、	
　思考・判断・表現すべき事柄を示すことにより、	
　→　振り返りの際に十分な記述ができる	
　→　振り返り内容も、思考・判断・表現に関する	
　　　　ことが多くなり、より深い学びにつながる	
	
　→　生徒の思考・判断・表現することを	
　　　あらかじめ示して制約しても	
　　　思考・判断・表現することの幅を狭くする	
　　　ことにはつながりにくい	
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今後の課題	

•  生徒の思考・判断・表現をより深く行うためには	
　→　より学習場面に応じた	
　　　　思考・判断・表現すべきことを示して	
　　　　十分に生徒に思考・判断・表現につながる	
　　　　活動をさせることが必要	
　→　思考・判断・表現が不十分な場合に	
　　　　それらを促進させるための働きかけが必要	
　→　単に記述する欄を作っただけでは、生徒は	
　　　十分に記述しないので、机間指導による	
　　　声掛けなどの働きかけも必要	
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